
8．電子図書館システムの今後の課題と計画

これまでの本学の電子国書館の状況を鑑みて、より良いシステムを構成するために、

利用面および運用面について、次のような点の改良と実現を計ることが必要である。
（参考資料5－8参照）

8．1利用者から見た課題

8．1．1操作画面の改良

利用者の勝手な見方ではあるが、操作画面が単一的で味気ない。利用の傾向に合わせ

て、画面に変化を持たせたい。できれば、利用者の要求に応じて、画面を仕立て上げる

ようにしたいものである。＿

8．1．2新しい雑誌をパラパラ見えるようにする

冊子体の雑誌や学術論文を見るときは、必ずしも既知のキーワードだけに頼るのでは

なく、パラパラと見流して必要なものを探すことがある。そこにこれまで見たこともな

い、新しいキーワードを含んだ記事や論文が見つかると、大きな発見をしたようでとて

も嫁しいものである。そのため、雑誌のページを気軽に見ていけるような使い方を実現

したい。

このことは、システムの表示速度に依存するものであるが、新着雑誌の各論文のタイ

トルページたけでも良いから、パラパラと見られるとありがか、。

8．1．3論文における参考文献の抽出

一つの論．文には、いくつかの参考文献を挙げている。表示されている参考文献欄の該

当の場所をクリックするか、文献の番号（【l］など）または記号（【S血仇94】など）を指

定することによって、その参考文献を直接抽出できることが望まれる。・これは、研究の

流れや動向を調査したり、新しくその分野の研究を始めるときには、とくにありがたい

ものである。

実現に当たっては、参考文献欄の記載形式にしたがって文献を認識し、それが既に電

子化されているときには、直孝のリンクを付けておく必要がある。克服すべき問題は大

きいが、電子図書館ゆえに捷供できる機能のひとつである。利用度も高いと思われる。

なお、その文献が、本文中で引用されている場所を示してほしいこともある。

8．1．4全文検索の速度の向上

本学の電子図書館では、論文・資料の検索を、書誌情報（タイトル、著者名、キーワー

ドなど）だけでなく、本文を対象にした全文検索を実現している。これは、2章にも述
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ぺたように、電子図書館の大きな特徴である0そのことは、本文の内容自体を見ること

が出来ないにも拘らず、学外からのアクセス回数が、学内からのアクセス回数を凌いで

いる結果ともなっている。

現在の電子化されている資料の量に対して、現状の全文検索方法で応答時間に対する

要求になんとか応えろことができている0しかし、量の増大につれて、検索応答時間の

短縮の方法を講じておく必要がある0とくに、ネットワークや、CD－ROMなど、冊子体

でないメディアを介して資料が納入されることが本格的になると、量の増大は急激に伸

びると予想されている。

たとえば、一度検索した実績を残しておく方法や、電子化資料として登録するときに

キーワードインデックスとリンクを付ける方法などが考えられる（3・3参照）0他の問

題点の解決とも合わせて、増大する一方の資料に対処しなければならない0

8．1．5ビデオ情報に対する画像検索方法の改善

ビデオテープやCD＿ROMから登録された資料については、いまのところ、タイトルと

キーワードだけから検索できる。ビデオテープについては早送りで画面を飛ばしたり、

画面が位置する時間を指定するこLとで、目視によって希望する画像を選択することは可

能である。しかし、多くの手間が掛かる。

一画像に適切な情報を付けることによって、あるいは、画面の特徴によって、希望に近

い画像を抽出する声とは可能であろうか0ハイパーリンク的な概念による、ランダムア

クセスに近い選択ができれば、ビデオ情報を教育や研究に柔軟に活用できる0

8．2システムの運用から見た課盈

8．2，1目次情報の入力を自動化する

現在のところ、図書や雑誌の目次は、人手によるキー入力に頼っており、電子化作業

におけるひとつのネックになっている。これは、日次部分の形式や書体が多様であって、

OCRの認識の信頼性が良くないためである。

0αの性能向上を計るとともに、本文から日次を逆構成する方法などを研究すること

が必要となろう。

8．2．2大量の情報のバックアップの取り方と、情報のオフライン化の仕方

電子図書館では、冊子体資料のように、紛失することや広い置き場所を心配しなくて

もよい。しかし、電子化された資料のファイルが壊れたり、記憶装置の容量を越えて溢

れたりすることがある。これには、それぞれ、ファイルのバックアップ（コピー）と、

参照の少ない情報のオフライン化（全文検索の直接の対象から外すこと）によって対処

できる。記憶装置の容量を増やすことも解決策のひとつであるが、それにつれて、バッ

クアップの問題は更に大きくなる。

オフラインにした資料については、自動的に保存用テープに移して、書誌情報あるい

はキーワードを指定することにより回復（オンライン化）出来るようにしておく0

－46－

L

J



カセットテープの棚から、指定された資料を含むテープを選び出して、自動的に装置

にマウントして、検索対象のファイルを作り出すシステムがあれば、際限なく多くの資

料がシステムの対象データとして保管できる。

、8．3複数サーバ間の協調動作

本学電子図書館システムにおいても、複数のサーバ装置を協調動作させ運用を行って

いるが、インターネット上にはさまざまな情報を提供するサーバが存在し、これらを統

合し、一つの図書館としてみせるような機能が必要である。これは特に、電子的情報に

よる出版形態を電子図書館に組み込む際に重要な機能であり、こうした電子図書館サー

バ間での協調情報検索、協調情報提供のためのオープンなプロトコルの実現が望まれる。

本学では、複数サーバ間の協調動作機能を検討実現するため、情報科学研究科及び情

報科学センターに設置されたさまざまな情報提供サーバと電子図書館システムの協調動

作させ、統合情報システムを構築する研究が行われている。

8．4新たなメディアヘの対応

従来のアナログ的な情報だけでなく、CD－ROMやmなど新たに登場したさまざまな

ディジタルメディアも電子図書館に組み込まれるべきである。そのため、電子図書館シ

ステムには、新しいメディアの登場にも柔軟に対処できるよう、データベースの構成な

ど柔軟な対処を可能とする仕組みが必要である。

本学では、JAVAなどを用い、単に情報を格納するのではなく、情報の取り扱い方に関

する記述を添付することで、新たなメディアに対応するための基礎技術の研究開発を行っ

ている。
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